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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第３四半期連結累計期間
第75期

第３四半期連結累計期間
第74期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 36,249,096 36,598,346 46,657,451

経常利益 （千円） 176,867 955,995 472,173

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 23,550 855,965 220,091

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 482,231 1,367,755 217,030

純資産額 （千円） 20,762,642 21,330,232 20,497,441

総資産額 （千円） 35,328,366 36,280,338 29,434,303

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 1.18 43.57 11.05

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.8 58.8 69.6

 

回次
第74期

第３四半期連結会計期間
第75期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △1.83 17.38

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しており、１株当たり四半期（当期）純利益の算

定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が、企業活動のみならず様々な分

野の経済活動に波及し、生産活動や消費活動に大きな影響を与えました。各種政策の効果等により一時的に持ち直

しの動きもみられましたが、新型コロナウイルス感染症の再拡大が懸念されており、経済の先行きは依然として不

透明な状況にあります。また、当社グループの事業領域についても、「新たな生活様式」の浸透によって個人の消

費行動が変容するなど、市場環境を含めてより多様化が進みました。

このような中、当社グループにおきましては、従業員の外出自粛や時差出勤及び在宅勤務によって「密」を避け

る等の事業運営上の対策を図り、安定した物流体制や販売体制の維持及び構築に努めました。

この結果、いわゆる「巣ごもり消費」を背景として、「インターネット通信販売事業」やプラケース・園芸用品

等を扱う「プラスチック日用品製造事業」の販売が伸長し、家庭用品・日用雑貨等を扱う「家庭用品卸売事業」の

粗利率は、主に収益性の高い商品の販売が伸長したことで改善しました。また、季節要因を背景として、全国的に

襲来した寒気に伴う降雪の影響により、冬物の「プラスチック日用品製造事業」の販売が伸長しました。

これらの影響により、当第３四半期連結累計期間の売上高は365億98百万円（前年同期比1.0％増）、営業利益６

億64百万円（前年同期は営業損失１億58百万円）、経常利益９億55百万円（前年同期比440.5％増）となりました。

また、政策保有株式の売却益などを計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益８億55百万円（前年同期は

親会社株主に帰属する四半期純利益23百万円）となりました。

品目別売上高につきましては、以下のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日

至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

前年同期比増減額

 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円）

キッチン用品 12,949 35.7 13,821 37.8 871

ダイニング用品 9,111 25.1 7,813 21.3 △1,297

サニタリー用品 5,531 15.3 5,568 15.2 37

収納用品 2,610 7.2 2,638 7.2 28

プラケース・園芸用品 970 2.7 1,274 3.5 303

インテリア関連商品 548 1.5 650 1.8 101

シーズン用品その他 4,527 12.5 4,831 13.2 303

合計 36,249 100.0 36,598 100.0 349

「キッチン用品」は、フライパン、鍋ギフトセット、調理小物等を中心に138億21百万円（前年同期比6.7％増）

となりました。「ダイニング用品」は、ステンレスボトル、卓上保存容器、タンブラー等を中心に78億13百万円

（前年同期比14.2％減）となりました。「サニタリー用品」は、清掃用具、浴室小物、スペアテープ等を中心に55

億68百万円（前年同期比0.7％増）となりました。「収納用品」は、プラスチック引き出しケース、キッチンアクセ

サリー、寝具小物等を中心に26億38百万円（前年同期比1.1％増）となりました。「プラケース・園芸用品」は、コ

ンテナ収納、園芸用品を中心に12億74百万円（前年同期比31.3％増）となりました。「インテリア関連商品」は、

時計、照明等を中心に６億50百万円（前年同期比18.6％増）となりました。「シーズン用品その他」は、キャンプ

小物、ウォータージャグ、ベビー用品等を中心に48億31百万円（前年同期比6.7％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　家庭用品卸売事業

当事業では、「ダイニング用品」の販売は前年同期を下回ったものの、「キッチン用品」、「シーズン用品そ

の他」、「収納用品」、「サニタリー用品」の販売は前年同期を上回りました。

その結果、売上高は「北海道・東北」24億93百万円（前年同期比9.6％増）、「関東」154億27百万円（前年同

期比2.1％減）、「中部」30億30百万円（前年同期比12.2％増）、「近畿」71億44百万円（前年同期比1.8％

減）、「中四国・九州」56億14百万円（前年同期比6.1％増）となり、家庭用品卸売事業の売上高は337億10百万

円（前年同期比1.2％増）となりました。

セグメント利益は「北海道・東北」１億19百万円（前年同期比85.0％増）、「関東」８億30百万円（前年同期

比29.2％増）、「中部」１億42百万円（前年同期比107.0％増）、「近畿」２億87百万円（前年同期比43.7％

増）、「中四国・九州」２億18百万円（前年同期比57.2％増）となり、家庭用品卸売事業のセグメント利益は15

億98百万円（前年同期比43.3％増）となりました。
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②　プラスチック日用品製造事業

当事業では、「収納用品」の販売は前年同期を下回ったものの、「プラケース・園芸用品」、「シーズン用品

その他」の販売は前年同期を上回りました。

その結果、売上高は17億93百万円（前年同期比11.4％増）、セグメント利益は２億60百万円（前年同期比

178.4％増）となりました。

③　その他

その他事業では、インターネット通信販売事業、インテリア関連商品事業、輸出等を含めており、輸出等の販

売は前年同期を下回ったものの、インターネット通信販売事業、インテリア関連商品事業の業績は前年同期を上

回りました。

その結果、売上高は12億70百万円（前年同期比14.2％減）、セグメント利益は１億18百万円（前年同期はセグ

メント損失36百万円）となりました。

 

財政状態の状況は、以下のとおりであります。

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は257億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ69億25百万円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が25億22百万円、受取手形及び売掛金が25億89百万円、商品及び製品が

８億48百万円、電子記録債権（流動資産のその他）が４億15百万円それぞれ増加したことによるものであります。

固定資産は105億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ79百万円減少いたしました。これは主に投資その他の資

産が５億円増加したことと、有形固定資産が５億23百万円、無形固定資産が56百万円それぞれ減少したことによる

ものであります。

この結果、総資産は362億80百万円となり、前連結会計年度末に比べ68億46百万円増加いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は127億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ59億76百万円増

加いたしました。これは主に短期借入金が20億68百万円、支払手形及び買掛金が34億60百万円それぞれ増加したこ

とによるものであります。固定負債は21億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ36百万円増加いたしました。

これは主に長期借入金が２億円減少したことと、繰延税金負債（固定負債のその他）が２億25百万円増加したこと

によるものであります。

この結果、負債合計は149億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ60億13百万円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は213億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億32百万円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益８億55百万円の計上及びその他有価証券評価差

額金の増加５億９百万円と、剰余金の配当５億35百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は58.8％（前連結会計年度末は69.6％）となりました。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(4）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設等の計画は次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

セグメン

トの名称
設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定年月

総額

(千円)

既支払額

(千円)
着手 完了

中山福㈱

常総支店

茨城県

笠間市

家庭用品

卸売事業

・関東

販売業務

及び物流

業務施設

1,314,300 －
自己資金

及び借入金

2021年

１月

2021年

10月

（注）上記金額に消費税等は含まれておりません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(2020年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(2021年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,214,480 20,214,480
東京証券取引所

市場第一部
（注）

計 20,214,480 20,214,480 － －

 （注） 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない、当社における標準となる株式であります。また、単元株

式数は100株であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 20,214,480 － 1,706,000 － 1,269,000

 

（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 377,700 －

権利内容に何ら限定のな

い、当社における標準と

なる株式であり、単元株

式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,828,800 198,288 同上

単元未満株式 普通株式 7,980 － －

発行済株式総数  20,214,480 － －

総株主の議決権  － 198,288 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,300株(議決権13個）及び株式

会社日本カストディ銀行（旧　資産管理サービス信託銀行株式会社）（信託Ｅ口）が保有する当社株式190,000

株（議決権1,900個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

中山福株式会社
大阪市中央区島之内一丁

目22番９号
377,700 － 377,700 1.87

計 － 377,700 － 377,700 1.87

（注）株式会社日本カストディ銀行（旧　資産管理サービス信託銀行株式会社）（信託Ｅ口）が保有する当社株式

190,000株は、上記の自己株式に含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   
流動資産   

現金及び預金 3,759,469 6,282,124

受取手形及び売掛金 8,869,384 11,458,729

商品及び製品 4,645,643 5,493,851

仕掛品 19,034 20,354

原材料 116,825 147,701

その他 1,404,187 2,341,019

貸倒引当金 △10,357 △13,890

流動資産合計 18,804,187 25,729,891

固定資産   
有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,996,412 2,878,184

土地 3,231,485 2,836,543

その他（純額） 217,756 207,489

有形固定資産合計 6,445,655 5,922,217

無形固定資産   

のれん 399,604 343,165

その他 31,742 31,665

無形固定資産合計 431,346 374,830

投資その他の資産   

投資有価証券 3,290,104 3,772,234

その他 505,047 487,764

貸倒引当金 △42,038 △6,600

投資その他の資産合計 3,753,113 4,253,398

固定資産合計 10,630,115 10,550,447

資産合計 29,434,303 36,280,338

負債の部   
流動負債   

支払手形及び買掛金 3,327,088 6,787,446

短期借入金 2,014,567 4,083,020

1年内返済予定の長期借入金 260,186 271,724

未払法人税等 134,149 347,948

賞与引当金 229,588 120,444

その他 820,617 1,152,070

流動負債合計 6,786,197 12,762,653

固定負債   

長期借入金 1,527,351 1,327,138

役員株式給付引当金 10,919 23,233

退職給付に係る負債 260,737 263,441

その他 351,656 573,638

固定負債合計 2,150,663 2,187,451

負債合計 8,936,861 14,950,105

純資産の部   
株主資本   

資本金 1,706,000 1,706,000

資本剰余金 1,269,000 1,269,000

利益剰余金 16,650,093 16,970,467

自己株式 △313,938 △313,311

株主資本合計 19,311,155 19,632,155

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,116,873 1,626,635

繰延ヘッジ損益 9 －

退職給付に係る調整累計額 69,402 71,440

その他の包括利益累計額合計 1,186,286 1,698,076

純資産合計 20,497,441 21,330,232

負債純資産合計 29,434,303 36,280,338
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 36,249,096 36,598,346

売上原価 29,637,270 29,327,735

売上総利益 6,611,826 7,270,611

販売費及び一般管理費 6,770,424 6,606,440

営業利益又は営業損失（△） △158,597 664,170

営業外収益   

受取利息 99 46

受取配当金 57,422 56,051

仕入割引 188,570 160,803

賃貸収入 54,716 58,505

その他 60,024 44,193

営業外収益合計 360,833 319,600

営業外費用   

支払利息 16,191 18,128

賃貸費用 4,895 4,575

その他 4,281 5,071

営業外費用合計 25,368 27,775

経常利益 176,867 955,995

特別利益   

固定資産売却益 － 117,158

投資有価証券売却益 － 265,587

特別利益合計 － 382,745

特別損失   

固定資産除却損 37 44,977

特別損失合計 37 44,977

税金等調整前四半期純利益 176,830 1,293,764

法人税等 153,279 437,798

四半期純利益 23,550 855,965

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,550 855,965

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 23,550 855,965

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 461,480 509,762

繰延ヘッジ損益 － △9

退職給付に係る調整額 △2,799 2,037

その他の包括利益合計 458,680 511,790

四半期包括利益 482,231 1,367,755

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 482,231 1,367,755

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及び

会計上の見積りについて、重要な変更はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

減価償却費 232,690千円 232,280千円

のれんの償却額 56,438 56,438

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月14日

取締役会
普通株式 543,018 27 2019年３月31日 2019年６月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月19日

取締役会
普通株式 535,591 27 2020年３月31日 2020年６月10日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式（2020年３月31日基準日：191,200株）に対する

配当金5,162千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

 家庭用品卸売事業
プラスチック

日用品製造事業
計

 
北海道・

東北
関東 中部 近畿

中四国・

九州
計

売上高         

外部顧客へ

の売上高
2,275,643 15,761,538 2,701,714 7,276,609 5,293,834 33,309,339 1,470,824 34,780,164

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ 2,561 － － － 2,561 138,923 141,485

計 2,275,643 15,764,100 2,701,714 7,276,609 5,293,834 33,311,901 1,609,748 34,921,650

セグメント

利益又は損失

（△）

64,696 643,238 68,743 199,972 138,808 1,115,459 93,484 1,208,943

 

  

 
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

売上高     

外部顧客へ

の売上高
1,468,931 36,249,096 － 36,249,096

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

12,091 153,576 △153,576 －

計 1,481,023 36,402,673 △153,576 36,249,096

セグメント

利益又は損失

（△）

△36,853 1,172,089 △1,330,687 △158,597

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネット通信販売事

業、インテリア関連商品事業、輸出等を含んでおります。

     ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,330,687千円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,341,946千円及びセグメント間取引消去等11,259千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

     ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

 家庭用品卸売事業
プラスチック

日用品製造事業
計

 
北海道・

東北
関東 中部 近畿

中四国・

九州
計

売上高         

外部顧客へ

の売上高
2,493,041 15,418,725 3,030,642 7,144,619 5,614,711 33,701,740 1,638,234 35,339,975

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ 8,980 － － － 8,980 154,829 163,809

計 2,493,041 15,427,705 3,030,642 7,144,619 5,614,711 33,710,720 1,793,063 35,503,784

セグメント

利益
119,659 830,786 142,314 287,293 218,194 1,598,248 260,221 1,858,469

 

  

 
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

売上高     

外部顧客へ

の売上高
1,258,371 36,598,346 － 36,598,346

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

11,706 175,515 △175,515 －

計 1,270,078 36,773,862 △175,515 36,598,346

セグメント

利益
118,952 1,977,422 △1,313,251 664,170

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネット通信販売事

業、インテリア関連商品事業、輸出等を含んでおります。

     ２．セグメント利益の調整額△1,313,251千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,329,342

千円及びセグメント間取引消去等16,091千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

     ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益 1円18銭 43円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 23,550 855,965

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
23,550 855,965

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,997 19,646

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算にお

いて控除する自己株式数に含めております。なお、控除した当該自己株式の期中平均株式数（前第３四半期連

結累計期間89,340株、当第３四半期連結累計期間190,480株）であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月10日

中山福株式会社

取締役会 御中

 

EＹ新日本有限責任監査法人

大 阪 事 務 所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣田 壽俊   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内野 健志   印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中山福株式会社

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月31

日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中山福株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点に

おいて認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

       ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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